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治療の話

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
進
行
を
緩
や
か
に
す
る

新
し
い
注
射
薬
が
登
場
し
ま
し
た
。

新
し
い
作
用
機
序
を
持
つ
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
軽
度
認
知

障
害
の
治
療
薬
が
登
場
し
ま
し
た
。

軽
度
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
対
し
、
既
に
内
服
治
療
を
開

始
し
て
い
る
方
も
治
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

当
薬
剤
は
厚
生
労
働
省
が
定
め

た
最
適
使
用
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
守
っ
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
当
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
の

薬
を
安
全
・
適
正
に
使
用
で
き
る

よ
う
、
初
期
認
知
症
治
療
外
来
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

受
診
か
ら
投
与
ま
で
は
次
の
よ

う
な
流
れ
と
な
り
ま
す
。

①
「
沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
ま
た
は

「
吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
」

外
来
を
受
診

ま
ず
は
当
グ
ル
ー
プ
の
外
来
診

療
部
門
で
あ
る
沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ま
た
は
吾
妻
脳
神
経
外
科
の
外
来

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

診
療
担
当
者
が
お
話
を
伺
い
、

投
与
開
始
前
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

も
と
に
、
問
診
や
簡
単
な
記
憶
力

の
評
価
、
適
応
に
つ
い
て
判
断
す

べ
く
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
評
価

を
行
い
ま
す
。

※
問
診
、
検
査
結
果
次
第
で
は
ご

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

②
初
期
認
知
症
治
療
外
来
の
予
約

投
与
対
象
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
に
よ
る
軽
度
認
知
障
害
ま
た
は

認
知
症
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
以
外
に
よ
る
認
知
症
の
方
や
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
認
知

症
で
あ
っ
て
も
症
状
が
進
行
し
て

い
る
方
は
、
受
診
の
結
果
、
投
与

対
象
外
と
判
定
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
投
与
対
象
の
可
能
性
が

あ
り
、
投
与
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
投
与
を
専
門
的
に
検
討
す
る

た
め
、
沼
田
脳
神
経
外
科
循
環
器

科
病
院
に
て
初
期
認
知
症
治
療
外

来
へ
受
診
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

③
初
期
認
知
症
外
来
に
て
さ
ら
に

詳
し
い
検
査
の
実
施

投
与
対
象
は
臨
床
診
断
に
加
え

様
々
な
検
査
に
よ
っ
て
厳
格
に
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
重
要
な

の
が
脳
へ
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
蓄

積
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
の
蓄
積
を
証
明
す
る

検
査
と
し
て
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ

Ｅ
Ｔ
と
い
う
核
医
学
検
査
と
、
髄

液
検
査
が
あ
り
ま
す
。
専
門
医
が

総
合
的
に
検
討
し
適
切
な
検
査
を

行
い
、
投
与
の
対
象
に
該
当
す
る

か
否
か
を
判
断
し
ま
す
。

※
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
専

用
の
設
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、

県
内
の
医
療
機
関
（
群
馬
大
学
医

学
部
附
属
病
院
、
真
木
病
院
、
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
藤
岡
総
合
病

院
等
）
へ
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検

査
は
保
険
適
用
の
検
査
で
す
が
、

七
十
歳
以
上
の
一
般
所
得
層
（
一

割
負
担
）
の
方
で
一
万
三
千
円
の

自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た

検
査
に
は
放
射
性
医
薬
品
を
使
用

し
ま
す
が
、
使
用
期
限
の
非
常
に

短
い
特
殊
な
薬
剤
の
た
め
、
当
日
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お問い合わせ

＜初めての受診に関するお問い合せ＞

沼田クリニック 0278-22-1188（診療情報課）

吾妻脳神経外科循環器科 0279-68-5211（診療情報課）

0278-22-5052（診療情報課）

＜薬剤、費用に関するお問い合わせ＞

沼田脳神経外科循環器科病院

脳卒中センター長就任のお知らせ

日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医・指導医 日本脳卒中学会 専門医・指導医

日本脳神経血管内治療学会 脳血管内治療専門医 日本認知症学会 専門医・指導医

日本認知症予防学会 専門医 日本頭痛学会 専門医・指導医

日本核医学会 PET核医学認定医 認知症サポート医

脳梗塞rt-PA 適正使用講習会受講医 Botox実施講習・実技セミナー修了医

脳神経外科医師 大坂 美鈴

の
検
査
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
き
ま
し

て
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
（
検
査
薬

剤
料
＋
手
数
料
）
と
し
て
検
査
を

予
約
し
た
医
療
機
関
よ
り
約
二
十

万
円
が
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
予
め

ご
了
承
下
さ
い
。

※
髄
液
検
査
を
行
う
際
に
は
腰
椎

穿
刺
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
腰
椎

穿
刺
は
基
本
的
な
医
療
技
術
の
一

つ
で
あ
り
、
適
切
な
手
順
を
踏
め

ば
比
較
的
安
全
な
手
技
で
す
が
、

ま
れ
に
合
併
症
が
生
じ
ま
す
。
よ

り
安
全
に
検
査
を
行
う
た
め
、
検

査
に
際
し
短
期
入
院
を
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
。

④
投
与
開
始

現
在
、
日
本
国
内
に
て
保
険
適

用
と
な
っ
て
い
る
薬
剤
は
、
レ
カ

ネ
マ
ブ
（
レ
ケ
ン
ビ

）
で
す
。

こ
の
注
射
薬
は
、
二
週
間
に
一
度
、

静
脈
点
滴
で
投
与
し
ま
す
。

点
滴
に
か
か
る
時
間
は
約
一
時

間
で
す
。
初
回
投
与
時
は
投
与
終

了
か
ら
一
時
間
程
度
、
観
察
の
た

め
院
内
に
て
待
機
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
投
与
後
に
発
熱
や
関
節
の

痛
み
と
い
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

解
熱
鎮
痛
剤
を
処
方
し
ま
す
。
ま

た
、
投
与
開
始
か
ら
半
年
程
度
は

脳
の
腫
れ
や
脳
の
出
血
な
ど
の
副

反
応
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
定
期
的
な
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
必

要
で
す
。

レ
カ
ネ
マ
ブ
（
レ
ケ
ン
ビ

）

は
、
二
週
間
毎
の
点
滴
を
一
年
半

継
続
し
て
行
う
治
療
と
な
り
ま
す
。

保
険
診
療
の
適
用
と
な
る
治
療

で
す
。
自
己
負
担
額
は
実
際
の
投

与
量
や
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保

険
、
世
帯
年
収
等
に
よ
り
変
化
し

ま
す
。

以
上
が
大
ま
か
な
流
れ
と
な
り

ま
す
。
投
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ま
ず
は
「
沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
ま

た
は
「
吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器

科
」
外
来
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
の
目
安
】

体
重
が
五
十
キ
ロ
の
人
の
場
合
、

年
間
費
用
は
二
九
八
万
円
に
な
る

見
込
み
で
す
。

高
額
療
養
費
制
度
に
よ
り
、
七

十
歳
以
上
の
一
般
所
得
層
（
年
収

約
三
七
〇
万
円
以
下
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
を
除
く
）
の
場
合
、
外

来
に
よ
る
負
担
額
の
上
限
は
年
間

で
十
四
万
四
千
円
程
と
な
り
ま
す
。

受
診
ま
で
の
手
続
き
や
医
療
費

に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
下
記
の
各
窓
口
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

®
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マイナ保険証について

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
し
ま
す

保
険
証
の
代
わ
り
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
【
マ
イ
ナ
受
付
】

皆
さ
ん
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

二
〇
二
四
年
十
二
月
二
日
以
降
、

法
改
正
に
伴
い
現
行
の
健
康
保
険

証
は
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
有
効
な
健
康
保
険
証
は
最

大
一
年
間
有
効
と
す
る
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
す
が
、
早
め
に
マ

イ
ナ
保
険
証
へ
移
行
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証

と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
を
一
体
化
し
た
も
の

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

お
作
り
に
な
り
ま
し
た
か
？
健
康

保
険
証
と
の
一
体
化
は
医
療
機
関

に
設
置
し
て
あ
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
で
も
出
来
ま
す
の
で
、
先
ず
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
作
り

く
だ
さ
い
。

【
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
促
進
強
化
中
】

前
述
し
た
と
お
り
、
現
行
の
健

康
保
険
証
は
発
行
さ
れ
な
く
な
り
、

将
来
的
に
は
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
全

面
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
は
、
こ
れ

か
ら
の
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
医

療
体
制
を
維
持
す
る
に
は
重
要
な

意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、

受
診
の
都
度
お
声
掛
け
を
し
て
お

り
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
っ

て
受
診
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
通

り
で
す
。

①
お
薬
の
履
歴
や
過
去
の
特
定
健

診
の
情
報
等
の
提
供
に
【
同
意
】

す
る
と
、
よ
り
多
く
の
情
報
に

基
づ
い
た
総
合
的
な
診
断
や
重

複
す
る
投
薬
を
回
避
し
た
適
切

な
処
方
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
高
額
な
医
療
費
が
発
生
す
る
場

え
方
を
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。
カ
ー
ド
が
あ
っ
て
も
暗
証

番
号
が
分
か
ら
な
い
と
お
金
（
情

報
）
は
引
き
出
せ
ま
せ
ん
。
マ
イ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き
る
手
続
き

に
は
顔
認
証
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

不
正
（
な
り
す
ま
し
）
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
発
生
し
た
ト
ラ
ブ

ル
に
対
し
て
は
徹
底
し
た
対
応
が

取
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

最
近
、
シ
ロ
ウ
サ
ギ
の
「
マ
イ

ナ
ち
ゃ
ん
」
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
目
や
耳
が
「
１
」

と
な
っ
て
い
る
の
は
「
１
人
に
１

つ
」
を
示
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。多

く
の
方
に
と
っ
て
「
知
ら
な

い
こ
と
」
は
、
ち
ょ
っ
と
遠
慮
し

た
く
な
る
、
ち
ょ
っ
と
苦
手
、
あ

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
方
へ
】

合
で
も
、
限
度
額
適
用
認
定
証

の
書
類
申
請
手
続
き
を
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
緊

急
時
で
も
安
心
し
て
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
保
険
医

療
を
受
け
た
記
録
が
参
照
で
き

る
た
め
、
領
収
証
を
保
管
・
提

出
す
る
必
要
が
な
く
、
簡
単
に

医
療
費
控
除
申
請
の
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

反
対
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
作
ら
な
い
理
由
と
し
て
「
情
報

流
出
が
怖
い
」
や
、
「
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
な
い
か
ら
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
に

限
ら
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
た
め

不
安
を
覚
え
る
方
は
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
同
等
の
考
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文
責

沼
田
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
病
院

診
療
情
報
管
理
室
兼
診
療
情
報
課

信
澤

滋
徳

る
い
は
怖
い
な
、
不
安
だ
な
と
感

じ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

少
し
中
身
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、

い
ざ
挑
戦
し
て
み
る
と
「
意
外
に

役
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
な
！
」
と

実
感
す
る
機
会
は
今
ま
で
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
医

療
機
関
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関

す
る
案
内
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？
申
請
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
目
を
通
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

補
足
一

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
各
自
の
申
請

に
基
づ
き
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
取

得
は
任
意
で
す
。

二
〇
二
四
年
十
二
月
二
日
以
降
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
方
に
は
、
保

険
者
か
ら
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
最
大
一
年
間
健
康
保
険
証
を
有
効

と
す
る
経
過
措
置
が
終
了
し
て
も
、
引
き

続
き
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

補
足
二

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
、
医
療
機
関
で

の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
証
明
書
で
す
。
マ
イ

ナ
保
険
証
に
な
る
前
は
、
事
前
に
書
面
で

の
申
請
が
必
要
で
、
交
付
さ
れ
る
ま
で
に

一
週
間
程
度
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え

ば
一
月
に
申
請
し
、
二
月
に
交
付
さ
れ
た

場
合
、
一
月
分
は
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま

う
た
め
注
意
が
必
要
で
し
た
。
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住民公開講座

住
民
公
開
講
座
の
ご
報
告

吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
・
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

二
〇
二
四
年
四
月
二
十
一
日

（
日
）
草
津
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
、
群
馬
県
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
後
第
八

回
目
と
な
る
住
民
公
開
講
座
～
認

知
症
に
寄
り
添
い
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
す
～
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
開
催
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
、
四
年
ぶ
り
に
対

面
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初

の
試
み
で
あ
る
草
津
町
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
は

じ
め
に
『
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
活
動
報
告
』
と
題
し
、
吾
妻

脳
神
経
外
科
循
環
器
科
及
び
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
概
要
や

事
業
内
容
、
活
動
実
績
な
ど
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
当
院
の
理
学
療
法
士
三
名

に
よ
る
『
認
知
症
予
防
体
操
』
を

行
い
ま
し
た
。
国
立
長
寿
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
運
動
と

認
知
課
題
（
計
算
、
し
り
と
り
な

ど
）
を
組
み
合
わ
せ
た
「
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
」
を
中
心
に
体
操
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
参

加
型
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
皆

様
に
も
熱
心
に
お
付
き
合
い
い
た

だ
い
て
会
場
全
体
に
一
体
感
が
生

ま
れ
、
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
に
当
院
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ

る
久
保
田
院
長
が
、
「
認
知
症
に

負
け
な
い
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
加
齢
に
伴
う
も
の
忘

れ
と
認
知
症
の
違
い
、
認
知
症
の

症
状
や
予
防
方
法
な
ど
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
が
講
演
に
聴
き
入

っ
て
い
る
様
子
や
、
熱
心
に
メ
モ

を
取
ら
れ
て
い
る
光
景
が
見
受
け

ら
れ
、
認
知
症
に
対
す
る
関
心
が

地
域
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
ご
満
足
い
た
だ
い
た
旨
の

回
答
が
多
く
、
「
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
が
、
参
加
し
て
良
か
っ
た

で
す
。
」
「
相
談
で
き
る
場
所
が

近
く
に
あ
り
、
と
て
も
心
強
く
思

っ
て
い
ま
す
。
講
座
で
の
お
話
を

参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

な
ど
、
多
く
の
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
定
期

的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
ご
希
望

の
多
い
認
知
症
患
者
へ
の
対
応
方

法
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
も
皆
様
に
情
報
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
責

吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科

竹
之
内

優
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施設紹介

な
の
は
な
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
二
〇
一
九
年
一
月
に
ナ

ー
シ
ン
グ
ケ
ア
本
町
通
り
（
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
）
に
併
設
し
た
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

場
所
は
沼
田
市
中
心
街
の
本
町
通

り
に
面
し
た
建
物
で
、
一
階
に
地

域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
二
階
に
菜
の

花
館
本
町
通
り
（
地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
、
三
階
に

な
の
は
な
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
ナ
ー
シ
ン
グ
ケ
ア
本
町
通
り

が
あ
り
ま
す
。

な
の
は
な
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
病
気
や
障
害
を
持
っ

な
の
は
な
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

た
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
ご

家
庭
で
そ
の
人
ら
し
く
療
養
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
看
護
師
等
が

利
用
者
様
の
ご
家
庭
や
住
ま
い
を

訪
問
し
、
か
か
り
つ
け
医
師
の
指

示
に
よ
り
病
状
や
療
養
生
活
を
専

門
の
視
点
で
見
守
り
、
安
心
し
て

療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
、
医
療
保
険
、
精
神

自
立
支
援
医
療
制
度
対
象
の
方
に

も
、
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日

対
応
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
看
護
ケ
ア
と
し
て
は
、

健
康
状
態
の
観
察
、
排
泄
や
栄
養

・
清
潔
等
の
日
常
生
活
支
援
、
人

工
呼
吸
器
等
医
療
機
器
の
管
理
、

内
服
等
の
支
援
、
褥
瘡
や
肺
炎
の

悪
化
防
止
の
支
援
、
体
位
交
換
や

生
活
動
作
安
定
の
た
め
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
、
不
安
や
精

神
症
状
等
へ
の
心
理
的
な
支
援
、

家
族
等
介
護
者
の
相
談
支
援
、
苦

痛
等
の
緩
和
ケ
ア
・
看
取
り
体
制

へ
の
相
談
対
応
支
援
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
関
係
と
の
連
携
支
援
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
在
宅
療
養
で

の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役

割
は
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

最
近
で
は
、
「
病
気
や
障
が
い

が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
家
で
暮

ら
し
た
い
。
」
「
人
生
の
最
期
を

自
宅
で
迎
え
た
い
。
」
と
望
ま
れ

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
家
に
は
そ
の
方
の

当
た
り
前
の
暮
ら
し
が
あ
り
、
大

なのはな訪問看護ステーション
ウェブサイトＱＲコード

切
な
人
と
の
思
い
出
や
繋
が
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
お
一
人

お
一
人
の
大
切
な
人
生
や
暮
ら
し

に
少
し
で
も
看
護
の
立
場
で
支
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
な
の
は
な
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
利
用
者

様
や
ご
家
族
に
寄
り
添
い
、
医
師

を
は
じ
め
と
し
た
医
療
機
関
・
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
事

業
所
等
、
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く

全
て
の
方
々
に
笑
顔
で
心
の
こ
も

っ
た
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
療
養

に
つ
い
て
の
不
安
な
ど
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

文
責

な
の
は
な
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

平
松

美
枝
子
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社
会
福
祉
法
人

な
ご
み
の
杜

沼田脳神経外科循環器科病院
〒378-0014 沼田市栄町8

ＴＥＬ ０２７８-２２-５０５２

(ドック直通)０１２０-４０-２２８８

沼田クリニック
〒378-0014 沼田市栄町61-3

ＴＥＬ ０２７８-２２-１１８８

沼田クリニック 歯科
〒378-0014 沼田市栄町61-3

ＴＥＬ ０２７８-３０-３００３

訪問看護ステーションまつかぜ
〒379-1203 利根郡昭和村大字糸井1223

ＴＥＬ ０２７８-２２-６１５３

(居宅直通)０２７８-２５-４４０１

ホームケアまつかぜ
〒379-1203 利根郡昭和村大字糸井1223

ＴＥＬ ０２７８-２０-１１８５

グループホーム沼田公園前
〒378-0042 沼田市西倉内町658

ＴＥＬ ０２７８-３０-２２０１

輝城会重度介護支援センター
〒378-0053 沼田市東原新町1442-7

ＴＥＬ ０２７８-２２-１０４０

吾妻脳神経外科循環器科
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町760-1

ＴＥＬ ０２７９-６８-５２１１

城西クリニック
〒371-0033 前橋市国領町二丁目13-23

ＴＥＬ ０２７-２３４-７３２１

あがつま在宅ケアセンター
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町705-1

ＴＥＬ ０２７９-６８-５４８８

(訪問介護直通)０２７９-２５-８１３１

みんなの家なかんじょ
〒377-0424 吾妻郡中之条町大字中之条町967

ＴＥＬ ０２７９-７５-４１６５

なかんじょ在宅ケアセンター
〒377-0424 吾妻郡中之条町大字中之条町1869-5

ＴＥＬ ０２７９-７５-２８００

かがやき訪問看護ステーション
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町5278

ＴＥＬ ０２７９-２５-８１１０

かがやき在宅ケアセンター
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町705-1

ＴＥＬ ０２７９-２６-２６８０

かがやき訪問看護ステーション渋川
〒377-0008 渋川市渋川1192-1 上毛ビル2F

ＴＥＬ ０２７９-２６-７２６８

かがやき訪問看護ステーション前橋
〒371-0034 前橋市昭和町三丁目6-15

ＴＥＬ ０２７-２８８-０５７３

社
会
医
療
法
人

輝
城
会

特別養護老人ホーム菜の花館
〒379-1203 利根郡昭和村大字糸井1757-311

ＴＥＬ ０２７８-３０-３３３１

菜の花館園原
〒378-0324 沼田市利根町園原870

ＴＥＬ ０２７８-５６-９２００

みんなんち園原
〒378-0324 沼田市利根町園原871

ＴＥＬ ０２７８-５６-９２１０

菜の花館本町通り
〒378-0047 沼田市上之町1149

ＴＥＬ ０２７８-２２-５５５１

ナーシングケア本町通り

なのはな訪問看護ステーション
〒378-0047 沼田市上之町1149

ＴＥＬ ０２７８-２２-３３５５
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提供元：クロスワード.jp 改

ズパド-ワスク ルロ

タテのカギ ヨコのカギ

タテ、ヨコのカギをヒントに解きます。
二重線で囲まれたａ～ｃ文字を並べ変えてできる

言葉が答えです。

リュウ

前回の

クロスワードパズル

答え

２ テントをロープで固定する抗
を打ちつけるために必要な道
具。

３ 地面を長く掘って水が通るよ
うにしたところ。

４ 夏の果物。ふっくらと柔らか
くピンク色が特徴。

５ 鋼の表面に細かい凹凸がつけ
られた切削工具。

６ 碁や将棋で石やこまを一つ動
かしたりすること。

８ 胴を桐で作り、五本または七
本の弦を張った弦楽器。

１ 液体が常温で気化すること。

４ 投げたり砲で打ち出したりして魚
介類などを突き刺し、捕らえる漁
具。

５ 山に生えるつる草のいも。

７ 同一の布地で作った上下そろいの
洋服。

９ 特に夏のアウトドア、キャンプの
時に設営する家。

医療施設 介護施設

https://kijokai.or.jp/

答
え

a b c

ぬまたとね総合在宅ケアセンター
〒378-0015 沼田市戸鹿野町238-1
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